平成24年度９月補正予算　　　支出科目　款：衛生費　項：保健予防費　目：特定疾患対策費
	事業名: ＨＬＡ検査センター設備整備事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　　　　　　　（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　　健康福祉部保健医療課母子・特定疾患担当　電話番号：058-272-1111（内2547）

　　　　　E-mail：c11223@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　補正要求額：4,500千円
（現計予算額：0円　　　補正後予算額：4,500千円）

	要求内容


	１　要求の内容


 これまでＨＬＡ検査は岐阜赤十字病院で実施してきたが、使用してきた機器に対応する試薬が製造中止となり機器を更新する必要があるため、ＨＬＡ検査センターの機能を、県内唯一の臓器移植実施可能機関である岐阜大学医学部附属病院に移すとともに、検査機器の整備を行う。

※ＨＬＡ：白血球の血液型。ＨＬＡの型が一致しないと、臓器移植時に拒絶反応が起こるため移植できない。
　
	２　所要経費


〇補助対象医療機関：岐阜大学医学部附属病院
〇補助内容：ＨＬＡ検査機器の購入経費
〇補助額：事業費９，０００千円　×　１／２　＝４，５００千円（国庫のみ）　
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


　Ｉ　安心して暮らせる岐阜県づくり
　　３　障がいのある人が個性を発揮して暮らせる地域をつくる
　　　Ⅳ　障がい者の地域生活支援
	２　これまでの取組状況


臓器移植を行うためには拒絶反応を起こさないために、白血球の血液型であるＨＬＡの型がドナー（提供する人）とレシピエント（提供を受ける人）とで一致する必要がある。

岐阜県内では岐阜赤十字病院がＨＬＡ検査機器を有し、毎年２０件程度ＨＬＡ検査を実施してきた。
	３　これまでの取組に対する評価


　これまでＨＬＡの検査機器を有しているのが岐阜赤十字病院のみであったため、検査を実施してきたが、岐阜赤十字病院は臓器移植実施可能な施設ではないため、岐阜大学医学部附属病院で受診し血液検査を受けた患者の検体を、岐阜赤十字病院に移送しＨＬＡ検査を実施する必要があった。
　今回、県内唯一の臓器移植実施可能施設である岐阜大学医学部附属病院に検査機器を整備することにより、検査から移植までを同一の施設で行うことが可能となり効率的となる。

	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	現計

予算額
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	補正

要求額
	4,500
	4,500
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	決定額
	4,500
	4,500
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0


